
★　操　作　方　法　★
マンガのページの上でクリックすると次のペー
ジを表示します。右クリックすると前のページ
に戻ります。
※Macintosh で、マウスに右クリックの設定を
していない方は、キーボードの「control」キー
を押しながらマウスをクリックすると前のペー
ジに戻ります。
※ iPad では、上下スクロールでご覧いただけま
す。
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 この、『怒濤の白い牙』は、株式会社水中造形センター発行の「マリンダ
イビング」に、創刊10周年記念企画として、1978年1月号から6月号まで
連載した 『死神を見た男たちシリーズ』の第１話です。
　スキューバー未経験の私は、第1話の原稿納品後すぐの1977年末に、
当時はまだ水中造形センターの社員で、後に鯨類の写真集やビデオを何
点も出版された、水中カメラマンの望月昭伸氏に、真鶴海岸に連れて行っ
て頂きました。編集部としては、作者がスキューバーを体験していないと
まずい、と言う事だったんでしょう。私はスキューバーに関しては前から
憧れていたので、勇んで真鶴に行きました。
　優しく丁寧な指導で望月さんに教えて頂きましたが、当日私は『耳抜
き』が出来ず悪戦苦闘しました。でも、シュノーケリングからスキューバー
まで普段出来ないことを体験でき、楽しい時間をすごせました。
（ただ、その翌日から１週間ほど鼻血が溜まり、夜中思わぬ時間に目が覚
めたりして、これから習おうと思っていたスキューバーを諦めてしまいまし
た。コツを覚えればきっと出来たんでしょうが…。）
　その後、望月さんからは電話を頂き、彼もマンガが好きで、近いうちの
再会を約束していたのに、それが２度と叶いませんでした。
　1999年3月小笠原沖でザトウクジラの水中撮影中に行方不明になら
れたニュースを見て愕然としまいました。奥様にも電話させて頂きました
が、事故当時、お亡くなりになった検証が出来なかったとの事で、ご家族
に何とお話しすればいいのか言葉を失ってしまいました。
　今となっては、たくさんの思いれのあるこのシリーズですが、今手元に
あるのはこの1話のみです。掲載誌をお持ちの方は編集部までお知らせく
ださい。メールアドレスは・sinturezure@gmail.com

かたおか徹治の作品ノート
『怒濤の白い牙』


